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■母比率の推定の動作イメージ 

 

 

※ 上記は分母が 5、分子が 0～5 の 6 パターンのデータです。3 行目の割合は、分子÷分母で計算しています。 

（1）メニューから「母比率の推定」を選びます。 

（2）ダイアログボックスが開きますので、セル B1～G3 を範囲指定します。5 行目の分子は範囲指定しません。 

（3）結果出力先はセル B8 を指定します。 

（4）「母集団」を選択したら、「OK」ボタンを押します。 

（5）次ページのように、95％信頼区間と 99％信頼区間が出力されます。 
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クロッパー・ピアソン（Clopper-Pearson、正確）、アグレスティ・カウル（Agresti-Coull）、ウィルソン（Wilson）、ジェフリーズ（Jeffreys）ワルド（Wald、正規近似）の 5 つの信

頼区間が出力され、14～19 行目は小数で表示されます。 

出力された後は、通常のエクセルの操作で表示を変えることができますので、小数表示だとわかりづらい（見づらい）という方は、29～34 行目のように、セルを選択して％表示に変

えても構いません。 

 

例えば、分母が 5 で、分子が 2（40%）の場合、それぞれの 95%信頼区間は以下の通りです。 

クロッパー・ピアソンが 5.3%～85.3% 

アグレスティ・カウルが 11.6%～77.1% 

ウィルソンが      11.8%～76.9% 

ジェフリーズが      9.4%～79.1% 

ワルドが         0.0%～82.9% 

 

※ 計算上では下限値が 0（0%）を下回る、または上限値が 1（100%）を上回る場合は、全て 0 と 1 に統一しております。 

 


